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※本稿は，2023 年 12 月に行ったプレス発表（https://www.aist.go.jp/aist_j/press_release/pr2023/pr20231221/pr20231221.html）を加筆・修正したものです．

１．はじめに

ウミエラ類は，主に砂泥底に生息する群体性海洋無脊椎

動物の仲間で，刺
し ほ う

胞動物門に属します．ほとんどのウミエ

ラ類は，群体下部の「柄
へ い ぶ

部」と呼ばれる部分を砂泥底に突き

刺し，アンカーのように使用することで，足場が不安定な

環境である砂泥底でもその場に留まり暮らすことを可能に

しています．

 Williams and Alderslade (2011)によって，4種

（Anthoptilum lithophilum  Williams and Alderslade, 

2011, A. gowlettolmesae Williams and Alderslade, 

2011, A. decipens Thomson and Henderson, 1906, and 

Calibelemnon francei Williams and Alderslade, 2011）が岩

場生息性のウミエラ類であることが記されました．岩場生

息性のウミエラ類は，吸盤状の柄部を用いることで岩場に

生息することが可能です．このような岩場生息性ウミエラ

類は，カリフォルニア沖，タスマン海，バハマ，スリラン

カ沖の深海域からそれぞれ発見されてきましたが，ほとん

どが一度のみの記録で，現在も岩場生息性ウミエラ類の報

告・形態・遺伝子情報は極めて限られています．

近年，海洋生物多様性の重要性が認識され，海洋保護区

（Marine Protected Area： MPA）の指定など，脆弱な生態系

への影響を回避するための保全対策が模索されています．

西
にししちとう

七島海嶺は伊豆半島の南岸沖に位置し，重要な底生生物

の生息地である海山を含んでいます．2020 年には，西七

島海嶺が新たに日本の MPA に指定されましたが，この海

域の海洋生物の種多様性は十分に理解されていません．今

回，2021 年に実施された沖合海底自然環境保全地域にお

ける生態系モニタリングに関する総合調査で，この海域か

らユニークな吸盤状柄部をもつ岩場生息性のウミエラ類を

発見しました．本研究では，形態観察・ミトコンドリアゲ

ノム情報の蓄積を伴う遺伝子解析・祖先形質の復元によっ

て，ノームツルウミサボテンAnthoptilum gnome の記載
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と吸盤状柄部の獲得に関する進化学的研究を行いました．

２．成果の概要

今回，私たちは安永海山（第 1 図）における，岩場環境

の深海底から吸盤状柄部をもつウミエラ類を発見しました

（第 2図）．本種の観察の結果，管状ポリプの配置，柄部に

おける微小な骨片の存在，群体長と軸部幅の比率から，全

ての既知種と一致しないことが明らかとなり，ノームツル

ウミサボテンAnthoptilum gnome として記載されました．

学名の「gnome」，和名の「ノーム」は，海山の岩場にたたず

第 1図　�おおよその採集地点．赤い三角が西七島海嶺の安永海山を
示す．
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第 2図　�ノームツルウミサボテンの生態写真．A.�周辺環境．赤矢印はノームツルウミサボテンを示す．�
B.�拡大写真．岩に固着している様子が確認できる．

むその姿から，大地を司る精霊・ノームを由来として名付

けました（第 2図 –第 4図）．

また，ノームツルウミサボテンのミトコンドリアのゲノ

ム情報を 18,922 塩基対取得し（第５図），ミトコンドリア

ゲノムおよびミトコンドリアのタンパク質コード遺伝子の

MutS領域を用いた分子系統樹を作成することによって，吸

盤状柄部をもつノームツルウミサボテンの系統学的位置を

明らかにしました．結果として，ノームツルウミサボテン

はUmbellula–Anthoptilum クレード（クレード 1）に位置し

ており，砂泥底に生息する他のツルウミサボテン属の種と

近縁であることが明らかになりました．

また，本種は系統的制約の中で，環境に合わせて吸盤状

柄部を獲得してきたことが示唆されました．現在までに，

吸盤状柄部をもつウミエラ類は，ツルウミサボテン属の

他，フタゴウミサボテンモドキ属でも知られていますが，

系統学的位置から，これらの吸盤状柄部の獲得はそれぞれ

独立して起きたと考えられます．この結果は，祖先形質の

復元解析でも支持されました（第 6図）．

本研究と先行研究の知見を合わせると，ノームツルウミ

サボテンを含むクレード 1は，ウミエラ上科において最も

多様化が進んでいることが以下の3つの理由から示唆され

ました．

まず 1番目の理由としては，ミトコンドリアゲノムの遺

伝子配置が挙げられます．ウミエラ上科において，クレー

ド 1 が最も多様なミトコンドリアゲノムの遺伝子配置を

有していることが示唆されています（Hogan et al. , 2023）．

多くのウミエラ類は，gene order A と呼ばれる遺伝子配

置を示すことが知られていますが，ツルウミサボテン類

は gene order B の遺伝子配置を示します（Hogan et al. , 

2019）．ノームツルウミサボテンの遺伝子配置は，他のツ

ルウミサボテン類と同様にgene order Bを示しました．こ

れまでの先行研究では，イソギンチャク類，ナマコ類，貝
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第 4図　�ノームツルウミサボテンの各部．A–B.�腹側．C–E.�背側．F.�吸盤状柄部．G.�ポリプに含まれ
る骨片．�H.�柄部に含まれる骨片．スケールは A–F:�3�mm，G–H:�0.01�mm．

第 3図　�ノームツルウミサボテンの標本写真．スケールは 1�cm．
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第 5図　ノームツルウミサボテンのミトコンドリアゲノム．

類，甲殻類などのさまざまな分類群で，遺伝子配置がエネル

ギー代謝，低酸素環境への耐性，高水圧への適応等に関与 

していることが示唆されてきました（e.g. Zhang et al. , 

2018, 2021）．ウミエラ類の場合は，遺伝子配置の多様

化は主に深海性の分類群でみられています（Hogan et al. , 

2019）．加えて，クレード 1のウミエラ類の進化史におい

て，比較的頻繁な生息水深帯の変遷が起きていることが示

されており（Kushida et al. , 2022），ミトコンドリアゲノム

上の遺伝子配置の多様性には，ウミエラ類の代謝機能や生

息水深帯の多様化が関与していることが示唆されています

（Hogan et al. , 2019）．

2 番目の理由としては，軸部における骨片の多様性が挙

げられます．Kushida et al.（2022）はクレード 1 のウミエ

ラ類が最も多様な軸部の骨片形状を有していること，骨片

形状が異なる深さの環境に適応的であることを示唆しまし

た．今回，ノームツルウミサボテンは，“軸部に骨片をもた

ない”特徴をもっていましたが，この特徴は現在までにク

レード 1でのみ知られています．

3 番目の理由として，吸盤状の柄部が挙げられます．こ

れまでに，吸盤状柄部をもつウミエラ類の系統的位置を明

らかにした研究はありませんでしたが，本研究ではノーム

ツルウミサボテンがクレード1に位置することを示しまし

た．前述のように，ツルウミサボテン属とフタゴウミサボ

テン属が，吸盤状柄部をもつ種が含まれる分類群として知

られています．両属の構成員はクレード 1 に属しており，

岩場生息性ウミエラ類はクレード1内で独立して吸盤状柄

部を獲得したことが考えられました（第 6 図）．このよう

に，本研究は吸盤状柄部をもつウミエラ類を扱い，興味深

い進化的側面の洞察を提供しました．

３．今後の展望

本研究のノームツルウミサボテンAnthoptilum gnome

の発見は，北西太平洋からは初めて，また世界で 5種目の

岩場生息性ウミエラ類の報告となりました．近年，海洋生

物の多様性の重要性が認識され，2020 年には国内初の沖
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合海底自然環境保全地域が指定されました．今後，生物多

様性の把握はさらに重要となることが想定されますが，本

研究は知られざる海洋の生物多様性やその多様化プロセス

の解明に貢献しました．
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